
(1) 生産実績  

 （注）１．上記金額は，大型製品については契約金額に工事進捗度を乗じて算出計上し，その他の製品については完成

数量に販売金額を乗じて算出計上している。 

    ２．セグメント間の取引については，各セグメントの金額から消去している。 

    ３．上記金額には，消費税等は含まれていない。 

  

(2) 受注状況 

 （注）１．受注高については，「船舶・海洋」，「原動機」，「機械・鉄構」，「航空・宇宙」，「汎用機・特殊車

両」及び「その他」にはセグメント間の取引を含んでおり，「調整額」でセグメント間の取引を一括して消

去している。 

２．受注残高については，セグメント間の取引を各セグメントの金額から消去している。 

３．上記金額には，消費税等は含まれていない。 

４．当社グループの受注高は，「航空・宇宙」セグメントでは連結会計年度末に工事契約が集中する傾向があ

り，また「船舶・海洋」，「原動機」及び「機械・鉄構」セグメントでは，大型工事契約の有無・締結時期

等により，連結会計年度の四半期ごとに変動が生じることがある。 

  

第２【事業の状況】

１【生産，受注及び販売の状況】

セグメントの名称  

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

金額（百万円） 前年同四半期比（％）

船舶・海洋  64,202 ― 

原動機  215,386 ― 

機械・鉄構  162,911 ― 

航空・宇宙  96,187 ― 

汎用機・特殊車両  87,102 ― 

その他  67,892 ― 

合計  693,682 ― 

セグメントの名称 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

 受注高（百万円）
前年同四半期比

（％）  
受注残高(百万円) 

前年同四半期比
（％） 

船舶・海洋  38,402 ―  464,687 ― 

原動機  304,537 ―  1,732,449 ― 

機械・鉄構  92,067 ―  504,230 ― 

航空・宇宙  76,084 ―  793,357 ― 

汎用機・特殊車両  83,989 ―  32,949 ― 

その他  80,243 ―  58,133 ― 

調整額  △9,030 ― ―  ─ 

合計  666,295 ―  3,585,808 ― 
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(3) 販売実績  

 （注）１．「船舶・海洋」，「原動機」，「機械・鉄構」，「航空・宇宙」，「汎用機・特殊車両」及び「その他」に

はセグメント間の取引を含んでおり，「調整額」でセグメント間の取引を一括して消去している。 

２．当社グループの売上高は，「航空・宇宙」セグメントは第４四半期に，その他のセグメントは概ね第２四半

期及び第４四半期に，それぞれ多くなる傾向があるため，連結会計年度の四半期ごとの業績に変動がある。

３．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりである。 

４．上記金額には，消費税等は含まれていない。  

  

当第２四半期連結会計期間において，新たに発生した事業等のリスクはない。  

また，前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。 

  

当第２四半期連結会計期間において，経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。 

  

セグメントの名称 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

金額（百万円） 前年同四半期比（％）

船舶・海洋  66,872 ─  

原動機  217,087 ─  

機械・鉄構  161,102 ─  

航空・宇宙  97,834 ─  

汎用機・特殊車両  87,888 ─  

その他  74,712 ─  

調整額  △12,810 ─ 

合計  692,686 ─  

相手先 

前第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日 
  至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間
（自 平成22年７月１日 
  至 平成22年９月30日） 

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

防衛省  96,270  13.4  69,645 10.1 

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】
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以下の記載事項のうち，将来に関する事項は，当四半期報告書提出日現在において判断したものである。  

  

（1）業績の状況 

当第２四半期連結会計期間における世界経済は，財政・金融不安や厳しい雇用・所得環境が続く先進国の景気回復

が緩やかなペースに留まる一方で，力強い内需の拡大により順調に経済成長が続く中国・インド等の新興国に牽引

され，全体としては堅調に回復が進んだ。我が国経済においても，政府の景気対策による消費の持ち直しや新興国

向け輸出の増加等により，企業業績や設備投資が上向くなど回復基調に転じたが，円高とデフレの進行，雇用・所

得環境の改善遅れなどにより，総じて厳しい状況が続いた。 

このような状況の下，当社グループは，懸命な受注活動を展開し，当第２四半期連結会計期間における受注高は，

前年同四半期を1,332億81百万円（＋25.0％）上回る6,662億95百万円となった。 

売上高は，前年同四半期を256億21百万円（△3.6％）下回る6,926億86百万円となった。 

利益面では，円高の進行が減益要因となったが，採算改善の進捗等により，営業利益は，前年同四半期を44億４百

万円（＋20.9％）上回る254億85百万円となった。経常利益は，前年同四半期を93億59百万円（＋159.3％）上回る

152億37百万円となった。 

また，投資有価証券売却益を特別利益に１億45百万円計上する一方で，投資有価証券評価損を特別損失に17百万円

計上した結果，当四半期純利益は，前年同四半期を17億33百万円（＋33.6％）上回る68億96百万円となった。 

  

セグメントの業績は，次のとおりである。  

（ア）船舶・海洋  

当第２四半期連結会計期間は，大型油送船（タンカー）２隻等の受注により，受注高は384億２百万円となっ

た。 

売上高は，コンテナ船３隻，自動車運搬船２隻等合計６隻を引き渡し，668億72百万円となった。営業損益は

円高の影響を受け，59百万円の損失となった。 

（イ）原動機  

当第２四半期連結会計期間は，ガスタービンコンバインドサイクル火力発電プラント等の受注により，受注高

は3,045億37百万円となった。 

売上高は2,170億87百万円となった。営業利益は，海外のプラント工事の採算改善が進んだことなどにより，

137億５百万円となった。 

（ウ）機械・鉄構  

当第２四半期連結会計期間は，製鉄機械等の受注により，受注高は920億67百万円となった。 

売上高は1,611億２百万円となった。営業利益は，海外のプラント工事の採算改善が進んだことなどにより，

118億26百万円となった。 

（エ）航空・宇宙  

当第２四半期連結会計期間は，B777民間輸送機（後部胴体等）の受注等により，受注高は760億84百万円とな

った。 

売上高は978億34百万円となった。営業損益は，リージョナルジェット機MRJに関する研究開発投資等により，

17億99百万円の損失となった。 

（オ）汎用機・特殊車両 

当第２四半期連結会計期間は，フォークリフト等の受注により，受注高は839億89百万円となった。 

売上高は878億88百万円となった。営業損益は円高に加え，欧州市場の需要回復が遅れていることなどによ

り，20億19百万円の損失となった。 

（カ）その他  

受注高は802億43百万円，売上高は747億12百万円，営業利益は38億32百万円となった。 

  

（2）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は，第１四半期連結会計期間

末に比べ60億41百万円（△2.0％）減少し，2,954億88百万円となった。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは530億73百万円の資金の増加となり，前

年同四半期に比べ1,380億52百万円増加した。これは，税金等調整前四半期純利益が増加したこと及び棚卸資産を

はじめとする運転資金負担が減少したことなどによるものである。 

なお，当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは2,089億63百万円の資金の増加と

４【財政状態，経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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なった。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは388億34百万円の資金の減少となり，前

年同四半期に比べ131億２百万円支出が減少した。これは，有形及び無形固定資産の取得による支出が減少したこ

となどによるものである。 

なお，当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは782億７百万円の資金の減少とな

った。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは167億51百万円の資金の減少となり，前

年同四半期に比べ283億47百万円支出が減少した。これは，短期借入金及びコマーシャル・ペーパーの減少額が少

なかったことなどによるものである。 

なお，当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは905億３百万円の資金の減少とな

った。 

  

（3）対処すべき課題 

当第２四半期連結会計期間において，重要な変更はない。 

  

（4）研究開発活動 

当第２四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発費は278億63百万円である。この中には受託研究

等の費用129億56百万円が含まれている。 

当第２四半期連結会計期間において，研究開発活動の状況に重要な変更はない。 

  

（5）経営成績に重要な影響を与える要因について 

当第２四半期連結会計期間において，重要な変更はない。 

  

（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析  

（ア）資金需要の主な内容 

当社グループの資金需要は，営業活動については，生産活動に必要な運転資金（材料・外注費及び人件費

等），受注獲得のための引合費用等の販売費，製品競争力強化・ものづくり力強化のための研究開発費が主な

内容である。投資活動については，事業伸長・生産性向上を目的とした設備投資及び事業遂行に関連した投資

有価証券の取得が主な内容である。 

引き続き，成長分野に対しては必要な設備投資や研究開発投資を継続しつつ, 全体的には, 最新の市場環境や

受注動向を見定めることで投資案件の絞込みを行っていく予定である。 

（イ）有利子負債の内訳及び使途  

平成22年９月30日現在の有利子負債の内訳は，下記のとおりである。  

当社グループは比較的工期の長い工事案件が多く，生産設備も大型機械設備を多く所有していることもあり，

一定水準の安定的な運転資金及び設備資金を確保しておく必要がある。かかる状況を考慮し，資金調達を実施

してきた結果，当第２四半期連結会計期間末の有利子負債の構成は償還期限が１年以内のものが2,079億91百

万円，償還期限が１年を超えるものが１兆1,947億74百万円となり，合計で１兆4,027億65百万円となった。 

これらの有利子負債は事業活動に必要な運転資金，投資資金に充てており，資金需要が見込まれる原動機，航

空宇宙等の伸長分野を中心に使用していくこととしている。 

  （単位：百万円）

  合計 償還１年以内 償還１年超 

短期借入金  100,174  100,174 － 

コマーシャル・ペーパー  2,000  2,000 － 

長期借入金  956,167  91,392  864,774

社債  344,424  14,424  330,000

合計  1,402,765  207,991  1,194,774
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